
エネルギー政策の重点課題に関する経団連の見解
－安定供給の確保と環境・経済との調和－

２００１年５月２２日
（社）経済団体連合会見解のポイント

○供給量の確保
○品質（安定性）の確保
○バランスの取れた供給の確保
○供給構造の強靭化

○供給面
・原子力の推進
・ｸﾘｰﾝｴﾈﾙｷﾞｰの利用拡大
○需要面
・省エネ型の都市づくり
・ｴﾈﾙｷﾞｰの効率利用
（ｺｼﾞｪﾈﾚｰｼｮﾝ、燃料電池）
○技術開発の促進

○高コスト構造の是正
○競争環境の整備

安定供給

環境保全 経済合理性

○ｴﾈﾙｷﾞｰの安定供給、環境保全、経済合理性の一体的実現
　　　　　　　　　　　ー長期的総合戦略の必要性－
○供給責任と競争環境の整備
○省エネ型の都市づくりと交通システムの整備
○原子力の推進
○技術開発の推進

量と品質、環境保全の
両立の確保と技術開発

中長期的視点で
費用対効果に配慮

安定供給の下での
経済合理性の確保


